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マ
ー
ク
・
ロ
ス
コ
と
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
W
P
A
　
（
公
共
事
業
促
進
局
）
　
ザ
・
テ
ン

は
じ
め
に

抽
象
表
現
主
義
と
呼
ば
れ
る
画
家
た
ち
は
、
特
定
の
芸
術
理
念
や
様
式
を

有
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
明
確
な
定
義
づ
け
は
困
難
で
あ
る
。
敢
え
て
共
通

項
を
探
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
多
く
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
、
一
九

三
〇
年
代
に
恐
慌
下
の
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
一
環
と

し
て
実
施
し
た
W
P
A
の
芸
術
家
救
済
事
業
に
参
加
、
表
現
主
義
の
も
つ
象

徴
性
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
の
絵
画
的
空
間
の
超
克
を
目
指
し
、
四
〇
年
代
に
独
自

の
様
式
を
確
立
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
は
、
個
々

に
制
作
に
励
ん
で
い
た
若
い
画
家
た
ち
が
、
多
く
の
仲
間
を
得
、
と
も
に
議

論
を
し
て
い
く
な
か
で
、
自
ら
の
芸
術
観
を
形
成
し
て
い
く
契
機
と
な
る
貴

重
な
時
代
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
〇
年
代
と
い
う
時
代
が
ロ
ス
コ

の
制
作
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
具

体
的
に
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
抽
象
表
現
主
義

の
萌
芽
が
芽
生
え
た
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
美
術
の
動
向
を
辿

芦
　
田
　
彩
　
葵

る
と
と
も
に
、
三
〇
年
代
後
半
に
ロ
ス
コ
が
参
加
し
て
い
た
グ
ル
ー
プ

「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
活
動
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
収
め
ら
れ

て
い
る
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
資
料
を
中
心
に
検
証
し
な
が
ら
、
当
時

の
状
況
が
画
家
と
し
て
自
ら
の
表
現
を
模
索
中
で
あ
っ
た
ロ
ス
コ
に
い
か
に

作
用
を
及
ぼ
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
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一
、
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
社
会
と
W
P
A

一
九
三
〇
年
代
は
、
前
年
に
起
こ
っ
た
ウ
ォ
ー
ル
街
で
の
株
価
暴
落
に
端

を
発
す
る
大
恐
慌
に
よ
る
重
苦
し
い
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
特
に
、
二
〇
年
代

の
好
景
気
の
下
に
お
い
て
も
苦
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
芸
術
家
た
ち
に
は

大
打
撃
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
は
一
九
二
〇
年
代
に
は
既
に
世
界
最
大
の
工

業
国
に
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
過
程
で
工
業
化
が
進
め
ら
れ
、
各
地
で

工
場
が
立
ち
並
び
始
め
、
地
方
都
市
の
風
景
は
均
一
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
ま

た
、
合
理
化
の
促
進
に
よ
り
、
地
方
都
市
は
大
都
市
に
吸
収
さ
れ
、
権
力
も



地
方
か
ら
中
央
政
府
や
大
都
市
に
集
中
さ
れ
て
い
く
な
か
で
、
人
々
は
農
民

的
性
格
を
忘
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
地
方
に
あ
っ
た
伝
統
的
農
業
や
田
園
風
景
は

姿
を
消
し
っ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
恐
慌
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
繁
栄
は
著

し
く
衰
退
し
、
人
々
は
産
業
主
義
に
よ
る
機
械
万
能
の
日
常
で
は
な
く
、
古

き
良
き
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
風
景
へ
の
郷
愁
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ト

ー
マ
ス
・
ハ
ー
ト
・
ベ
ン
ト
ン
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
バ
ー
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
ら
を

は
じ
め
と
す
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
画
家
た
ち
は
、
か
つ
て
は
自
ら
も
染

ま
っ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
へ
の
追
随
を
否
定
し
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
も

の
と
し
て
自
分
た
ち
の
土
地
に
根
付
い
て
い
る
情
景
や
、
敬
度
に
慎
ま
し
く

生
活
す
る
人
々
、
ア
メ
リ
カ
的
な
農
村
風
景
を
措
き
、
当
時
の
人
々
の
心
を

掴
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
過
去
を
懐
か
し
む
の
で
は
な
く
、

労
働
者
階
級
の
実
生
活
や
現
実
に
起
こ
っ
た
事
件
を
題
材
に
描
く
こ
と
で
、

ア
メ
リ
カ
社
会
の
歪
み
や
政
府
の
政
策
を
糾
弾
す
る
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム

が
台
頭
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
画
家
と
し
て
、
サ
ッ
コ
・
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ

事
件
を
描
い
た
ベ
ン
・
シ
ャ
ー
ン
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
グ
ロ
ッ
パ
ー
ら
が
挙
げ

ら
れ
る
。
右
派
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
、
左
派
の
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム

は
、
政
治
的
見
解
で
は
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
が
、
表
現
様
式
で
は
再

現
主
義
的
で
あ
る
点
に
お
い
て
通
じ
て
い
た
。
美
術
界
で
は
、
こ
の
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
『
カ
イ

エ
・
ダ
ー
ル
』
　
や
　
『
ド
キ
ユ
マ
ン
』
　
を
読
み
、
表
現
主
義
や
キ
ュ
ビ
ス
ム
な

ど
国
際
的
な
芸
術
運
動
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、
新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ

ニ
ズ
ム
芸
術
を
模
索
す
る
若
い
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
二
派
は
も
は

や
時
代
遅
れ
の
美
術
と
映
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
混
迷
の
一
九
三

〇
年
代
に
お
い
て
、
前
衛
的
な
抽
象
美
術
の
非
社
会
性
に
つ
い
て
も
非
難
さ

れ
、
美
術
に
お
い
て
も
社
会
的
機
能
を
付
与
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考

え
が
増
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
考
え
方
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る
若
い
芸
術
家
た
ち
に
顕
著
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
い
芸
術
家
や
作
家
た
ち
は
、
彼
ら

自
身
の
都
市
生
活
の
現
実
や
、
社
会
主
義
の
価
値
観
を
反
映
し
た
新
し
い
ア

メ
リ
カ
の
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
ま
た
、
こ
の
三
〇
年
代

に
お
い
て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
急
進
主
義
的
芸
術
家
や
作
家
た
ち
は
、
文

化
の
改
革
は
政
治
改
革
に
拠
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
こ
の
思
想
の
発
信

地
と
な
っ
た
の
が
、
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
ジ
ョ
ン
・
リ
ー

ド
・
ク
ラ
ブ
は
、
急
進
的
な
雑
誌
　
『
マ
ッ
シ
ズ
』
　
に
詩
な
ど
を
発
表
し
、
左

派
的
雑
誌
　
『
ニ
ュ
ー
・
マ
ッ
シ
ズ
』
　
の
創
刊
者
、
編
集
長
と
し
て
も
知
ら
れ

る
ロ
シ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
作
家
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ

ー
ル
ド
を
中
心
に
、
一
九
二
九
年
に
創
立
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス
主
義
に
つ
い
て

研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
会
合
で
は
、
美
術
史
を
マ
ル
ク
ス
主
義
的

弁
証
法
に
よ
っ
て
検
証
し
よ
う
と
す
る
メ
イ
ヤ
ー
・
シ
ャ
ピ
ロ
の
姿
も
見
ら

れ
た
。
『
マ
ッ
シ
ズ
』
　
の
記
事
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ス
ロ
ー
ン
や
ス
チ
ュ
ア
ー

ト
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
な
ど
の
画
家
た
ち
が
、
『
ニ
ュ
ー
・
マ
ッ
シ
ズ
』
　
に
は
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
グ
ッ
ロ
パ
ー
や
オ
ッ
ト
ー
・
ソ
グ
ロ
フ
な
ど
の
画
家
た
ち
が
、
挿

絵
や
時
事
風
刺
画
を
描
い
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
両
誌
は
多
く
の
芸
術
家
た

ち
に
読
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
背
景
も
相
ま
っ
て
、
芸
術
家
た
ち
は
社
会
や
政

治
問
題
に
敏
感
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
の
会
合
に
も
頻
繁
に

出
入
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
環
境
に
身
を
お
く
こ
と

で
、
ま
す
ま
す
芸
術
と
社
会
の
関
係
性
に
つ
い
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
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恐
慌
下
の
ア
メ
リ
カ
で
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
大
統
領
に
就
任
後
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
、
失
業
者
の
た
め
の
雇
用
促
進
事
業
が
展
開

さ
れ
た
。
芸
術
に
つ
い
て
も
財
務
省
の
援
助
の
も
と
一
九
三
三
年
一
〇
月
に

P
W
A
P
　
（
公
共
事
業
美
術
計
画
）
　
が
実
施
さ
れ
、
三
七
四
九
人
の
芸
術
家

が
雇
わ
れ
、
一
五
六
三
三
点
の
作
品
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
一
九

三
四
年
六
月
ま
で
と
い
う
短
い
期
間
し
か
存
続
し
な
か
っ
た
が
、
政
府
が
芸

術
家
を
救
済
す
る
と
い
う
現
実
的
な
可
能
性
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
四
カ

月
後
の
一
〇
月
に
は
、
コ
ン
ペ
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
優
秀
な
芸
術
家
に
公
共

の
建
物
の
装
飾
を
行
な
わ
せ
る
と
い
う
目
的
の
も
と
、
財
務
省
に
絵
画
彫
刻

部
門
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
府
が
打
ち
出
し
た
一
連
の
救
済
措

置
は
非
常
に
費
用
が
か
さ
ん
だ
の
で
、
一
端
廃
止
さ
れ
た
後
に
改
組
さ
れ
、

一
九
三
五
年
四
月
に
W
P
A
　
（
公
共
事
業
促
進
局
）
　
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
で
、
芸
術
家
た
ち
は
現
実
に
社
会
や
政
治
と
大
き
く
向
き
合

う
こ
と
と
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
芸
術
家
と
社
会
の
関
係
性
の
変
革
に
お
い

て
、
最
も
使
命
に
燃
え
て
い
た
一
人
が
デ
イ
ヴ
ィ
ス
で
あ
る
。
一
九
三
三
年

九
月
に
、
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
・
ク
ラ
ブ
で
は
、
職
の
な
い
若
い
芸
術
家
た
ち

の
組
織
の
結
成
が
提
案
さ
れ
、
一
九
三
四
年
二
月
に
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
ら
を

中
心
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
発
足
し
、
本
格
的
に
活
動
を
始
め
る
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
は
、
政
府
に
仕
事
の
斡
旋
や
、
救
済
計
画
で
の

芸
術
家
の
大
量
解
雇
の
取
り
や
め
を
訴
え
、
芸
術
家
た
ち
の
地
位
向
上
を
求

め
た
　
（
挿
図
1
）
。
そ
の
結
果
、
W
P
A
が
設
置
さ
れ
た
際
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
会
員
は
、
W
P
A
の
許
容
額
の
最
高
賃
金
と
自
由
で
柔
軟

な
勤
務
形
態
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
芸
術
家
た

ち
は
団
結
し
て
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
現
実

を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
演
劇
、
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
展
覧
会

な
ど
の
多
彩
な
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
社
会
と
積
極
的
に
関
わ
ろ
う
と

し
た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
共
産
主
義
を
支
持
し
て
い
た
の
で
、

自
ら
の
制
作
活
動
に
加
え
て
、
共
産
党
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
仕
事
も
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
六
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
が
開
催

さ
れ
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
反
対
が
表
明
さ
れ
た
。

ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
結
成
時
の
二
〇
〇
人
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、
ロ

ス
コ
も
含
ま
れ
て
い
た
が
、
当
時
目
立
っ
た
政
治
的
活
動
は
し
て
い
な
い
。
敢

え
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
新
築
さ
れ
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
の
壁
画
制
作

を
依
頼
さ
れ
た
デ
ィ
エ
ゴ
・
リ
ベ
ラ
が
レ
ー
ニ
ン
を
措
い
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を

目
に
し
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
指
図
で
壁
画
が
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
に
怒
っ
た

芸
術
家
た
ち
の
デ
モ
に
参
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し

て
い
た
リ
ベ
ラ
や
ホ
セ
・
ク
レ
メ
ン
テ
・
オ
ロ
ス
コ
が
、
母
国
メ
キ
シ
コ
で
展

開
し
て
い
た
壁
画
運
動
に
、
ア
メ
リ
カ
の
若
い
芸
術
家
た
ち
は
大
き
な
感
銘
を

受
け
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
壁
画
運
動
に
魅
せ
ら
れ
た
の
は
、
芸
術
に
社
会
的
、

政
治
的
機
能
を
も
た
せ
よ
う
と
し
た
社
会
主
義
リ
ア
リ
ス
ト
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
土
着
の
イ
ン
デ
ィ
オ
美
術
と
留
学
先
で
身
に
付
け
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
前
衛

美
術
を
融
合
さ
せ
な
が
ら
も
、
独
自
の
メ
キ
シ
コ
美
術
へ
と
昇
華
さ
せ
た
彼
ら

に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
で
あ
る
若
い
芸
術
家
た
ち
も
憧
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
壁
画
の
も
つ
力
強
さ
と
雄
弁
さ
に
、
大
き
な
魅
力
と

新
た
な
可
能
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
統
領
で
あ
っ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

は
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
、
公
共
的
な
建
物
に
多
く
の
若
い
狂
信
者
た
ち
に
よ

っ
て
描
か
れ
た
レ
ー
ニ
ン
の
肖
像
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て

お
り
、
当
時
の
若
い
芸
術
家
た
ち
の
共
産
党
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
わ
か
る
。
ロ
ス
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コ
の
こ
の
デ
モ
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、
ロ
ス
コ
が
壁
画
運
動
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

一
九
三
五
年
に
W
P
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
公
共
の
建
物
を
装
飾
す

る
た
め
に
五
三
万
七
八
四
ド
ル
を
投
資
し
た
T
R
A
P
　
（
財
務
救
済
美
術
計

画
）
が
発
足
さ
れ
、
三
九
年
ま
で
続
い
た
。
ロ
ス
コ
は
一
九
三
六
年
か
ら
三

九
年
ま
で
T
R
A
P
に
雇
用
さ
れ
、
連
邦
ビ
ル
に
飾
る
絵
を
措
い
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
過
一
五
時
間
の
勤
務
で
、
月
に
九
五
ド
ル
四
四
セ
ン
ト
を

得
て
い
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
W
P
A
で
ロ
ス
コ
が
描
い
た
作
品
に
つ

い
て
は
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
が
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ロ
ス
コ
の
生
活
を

支
え
て
い
た
の
は
、
こ
の
賃
金
と
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ
デ

ミ
ー
で
の
講
師
料
、
そ
し
て
当
時
結
婚
し
て
い
た
イ
デ
ィ
ス
・
サ
ッ
チ
ャ
ー

が
同
じ
く
W
P
A
か
ら
支
払
わ
れ
る
賃
金
の
み
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
ア
ク
セ

サ
リ
ー
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
、
W
P
A
の
彫
刻
部
門
に
雇
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
こ
の
W
P
A
の
政
策
が
、
い
か
に
若
い
芸
術
家
た
ち
の
生
活

の
支
え
に
な
っ
て
い
た
か
が
窺
え
る
。

W
P
A
の
最
大
の
救
済
支
援
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
の
は
、
一
九
三
五
年

か
ら
始
ま
っ
た
連
邦
美
術
計
画
で
あ
る
。
一
九
四
三
年
ま
で
続
い
た
こ
の
連

邦
美
術
計
画
に
は
約
五
千
人
の
芸
術
家
が
参
加
し
、
二
千
点
以
上
の
壁
画
、

一
〇
万
点
以
上
の
イ
ー
ゼ
ル
画
、
二
四
万
点
近
く
の
版
画
、
そ
し
て
約
三
万

五
千
点
の
ポ
ス
タ
ー
が
制
作
さ
れ
る
と
い
う
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
連

邦
美
術
計
画
に
は
、
銀
行
や
郵
便
局
、
ビ
ル
な
ど
の
公
共
の
建
物
に
壁
画
を

措
く
壁
画
部
門
と
、
公
共
の
建
物
に
飾
る
た
め
の
絵
画
を
自
宅
の
ア
ト
リ
エ

で
制
作
し
、
提
出
す
る
イ
ー
ゼ
ル
画
部
門
が
あ
っ
た
。
壁
画
部
門
は
、
現
地

で
制
作
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
時
間
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

イ
ー
ゼ
ル
画
部
門
で
は
、
材
料
が
現
物
支
給
さ
れ
、
自
ら
の
制
作
活
動
と
並

行
し
て
仕
事
が
で
き
る
な
ど
柔
軟
な
体
制
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
壁
画
部
門

の
方
が
人
気
が
高
く
、
ロ
ス
コ
も
壁
画
の
コ
ン
ペ
に
何
度
か
作
品
を
提
出
し

て
い
る
。
た
だ
、
政
府
の
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
、
一
部
例
外
は
あ
っ

た
も
の
の
画
家
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
主
題
は
、
や
は
り
保
守
的
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ザ
ウ
エ
ル
は
、
「
W
P
A
は
、

非
常
に
社
会
的
な
主
題
を
目
指
し
て
い
た
。
モ
ダ
ン
あ
る
い
は
抽
象
主
義
に

魅
力
を
感
じ
て
い
た
少
数
の
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
て
は
、
つ
ら
い
時
期
だ
っ

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
参
加
し
て
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
ブ
サ
に
よ
れ
ば
、
「
私

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
抽
象
主
義
の
作
家
た
ち
と
自
分
の
作
風
が
近

い
こ
と
を
感
じ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
作
品
は
提
出
で
き
な
か
っ
た
。
受

け
取
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
も
内
容
が
良
か
っ
た
も

の
の
何
点
か
に
壁
画
が
あ
る
」
　
と
述
べ
て
お
り
、
壁
画
の
活
動
に
お
い
て
は

秀
作
が
生
ま
れ
た
と
回
想
し
て
い
る
。
ロ
ス
コ
が
壁
画
部
門
の
コ
ン
ペ
に
提

出
し
た
ス
ケ
ッ
チ
で
も
、
ア
メ
リ
カ
の
地
方
の
農
村
風
景
　
（
挿
図
2
）
　
や
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
生
涯
　
（
挿
図
3
）
　
を
主
題
と
し
て
い
る

な
ど
、
そ
の
社
会
的
傾
向
は
否
め
な
い
。
や
は
り
、
ロ
ス
コ
も
W
P
A
の
求

め
る
主
題
に
合
わ
せ
て
描
い
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ

で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
の
肖
像
の
背
後
に
あ
る
部
屋
の

構
造
が
丹
念
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
下
段
の
ス
ケ
ッ

チ
に
お
い
て
も
、
開
口
部
な
ど
実
際
に
措
か
れ
る
建
物
の
内
部
に
ロ
ス
コ
が

配
慮
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
当
時
の
ロ
ス
コ
の
建
築
の
構
築
性
へ
の
関

心
は
、
建
物
の
細
部
ま
で
描
き
こ
ん
だ
都
会
の
風
景
や
、
地
下
鉄
の
連
作
の

作
品
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ア
シ
ユ
ト
ン
は
、
ロ
ス
コ
が
都
会
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の
孤
独
と
寂
し
さ
の
情
景
を
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、
ス
ト
リ
ー
ト
・

シ
ー
ン
の
絵
画
に
お
い
て
建
築
物
と
い
う
舞
台
装
置
を
用
い
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
が
、
筆
者
は
、
む
し
ろ
、
ロ
ス
コ
は
建
築
物
が
有
す
る
物
質
性
や

構
築
性
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。
地
下
鉄
の
連
作
　
（
挿
図
4
）

を
描
い
て
い
る
こ
と
も
、
四
方
が
天
井
や
壁
、
柱
で
構
成
さ
れ
る
地
下
鉄
の

駅
の
構
内
が
、
建
物
の
構
造
を
措
く
に
あ
た
っ
て
最
適
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思

わ
れ
る
。
地
下
鉄
の
連
作
は
、
駅
の
構
内
や
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
細
長
い
人

物
と
柱
が
立
ち
、
画
面
は
そ
の
垂
直
の
線
と
、
天
井
や
ホ
ー
ム
の
水
平
の
線

と
で
構
成
さ
れ
た
箱
型
構
図
で
あ
り
、
構
図
に
お
い
て
も
矩
形
が
用
い
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
矩
形
に
よ
る
単
純
な
構
図
は
、
四
九
年
に
確

立
さ
れ
る
二
、
三
の
矩
形
を
並
べ
た
ロ
ス
コ
様
式
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
と

い
え
る
。

ロ
ス
コ
は
、
当
時
の
リ
ベ
ラ
や
オ
ロ
ス
コ
の
壁
画
か
ら
の
影
響
と
自
ら
も
W

P
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
壁
画
が
観
客
に
訴
え
る
力
の
強

さ
に
気
付
く
と
と
も
に
、
建
物
の
建
築
的
構
造
性
に
関
心
を
持
つ
契
機
を
得
た

の
で
あ
ろ
う
。
抽
象
表
現
主
義
の
絵
画
が
概
し
て
、
大
画
面
に
措
か
れ
た
、
場

を
体
験
す
る
と
い
う
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
で
あ
る
こ
と
の
要
因
の
一
つ
に

は
、
こ
の
壁
画
運
動
を
体
感
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
カ
ン
ヴ
ァ

ス
の
サ
イ
ズ
は
大
型
化
し
、
四
三
年
に
は
ア
ド
ル
フ
・
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
と
の
共

同
声
明
の
な
か
で
、
大
き
い
形
を
支
持
す
る
発
言
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建

造
物
の
な
か
で
も
、
窓
や
扉
と
い
っ
た
開
口
部
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
矩
形
が

繰
り
返
し
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
　
（
挿
図
5
）
。
こ
の
開
口
部
と
し
て
の
矩
形
の

形
態
は
、
後
に
ロ
ス
コ
様
式
へ
と
昇
華
さ
れ
、
壁
画
の
概
念
は
壁
画
シ
リ
ー
ズ

へ
と
繋
が
っ
て
い
く
と
い
え
る
。

W
P
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
芸
術
家
た
ち
同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
も

機
能
し
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ソ
ル
マ
ン
は
、
W
P
A
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
孤

立
し
て
ば
ら
ば
ら
に
活
動
を
し
て
い
た
芸
術
家
た
ち
の
間
に
交
流
が
生
ま
れ
、

芸
術
理
論
や
様
式
を
語
り
、
情
報
交
換
で
き
る
素
晴
ら
し
い
機
会
が
生
ま
れ

た
と
回
想
し
て
い
る
。
W
P
A
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
一
環
と
し
て
設

け
ら
れ
た
機
関
で
あ
り
、
多
様
な
救
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
た
が
、

そ
の
仕
事
の
成
果
に
つ
い
て
は
、
「
寄
せ
集
め
」
　
や
「
役
立
た
ず
」
と
噂
さ
れ
、

保
守
系
の
新
聞
に
は
「
b
0
0
n
d
O
g
E
i
n
g
（
つ
ま
ら
ぬ
仕
事
づ
く
り
）
」
と
評
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
連
邦
美
術
計
画
の
み
が
大
き
な
成
果
を

あ
げ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
芸
術
家
た
ち
に
大
き
な
自
信

を
与
え
、
画
家
と
し
て
の
職
業
意
識
を
高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
W
P

A
の
設
置
と
活
動
を
促
進
す
る
た
め
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
結

成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
美
術
の
歴
史

に
お
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
に
流
派
も
思
想
も
異
な
る
多
様
な
芸
術
家
た

ち
が
団
結
し
、
行
動
を
起
こ
し
た
こ
と
は
、
後
に
も
先
に
も
な
か
っ
た
と
い

え
る
。先

述
し
た
よ
う
に
、
多
く
の
芸
術
家
た
ち
が
一
九
三
〇
年
代
の
大
恐
慌
に

よ
る
社
会
の
混
乱
の
な
か
で
、
芸
術
に
も
社
会
的
、
政
治
的
機
能
を
付
与
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
、
様
々
な
活
動
を
積
極
的
に
行
な
う
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
ア
ー
シ
ル
・
ゴ
ー
キ
ー
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
に
対
し
て
、
政
治
的
手
段
と
し
て
よ
り
も
、
芸
術
家
の
組
織

と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
求
め
た
し
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
誘
わ
れ
て
ア
メ
リ
カ

芸
術
家
会
議
の
創
設
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
も
、
実
の
と
こ
ろ

芸
術
に
政
治
的
内
容
を
含
ま
せ
る
こ
と
を
嫌
が
っ
て
い
た
。
結
局
、
独
ソ
不
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可
侵
条
約
の
締
結
や
一
九
三
九
年
一
二
月
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
の
危
機
か
ら
の
脱
出
を
目
指
し
た
多
く
の

左
派
的
傾
向
の
芸
術
家
た
ち
は
幻
滅
を
感
じ
、
画
家
た
ち
の
政
治
的
思
想
の

統
制
が
と
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
ャ
ピ
ロ
が
ア
メ
リ
カ
芸

術
家
会
議
に
対
し
て
、
ソ
連
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
侵
攻
に
つ
い
て
の
議
論
の
場

を
求
め
て
提
出
し
た
陳
情
書
に
は
、
ロ
ス
コ
を
は
じ
め
、
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
、

ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
、
ミ
ル
ト
ン
・
エ
イ
ブ
リ
ー
な
ど
の
署
名
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
の
幹
部
委
員
会
が
、
投
票
の
結
果
ソ
ビ
エ
ト
支
持
を

採
択
し
た
時
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
辞
任
し
た
。
こ
の
一
連
の
出
来
事
で
、
ロ
ス

コ
も
、
シ
ャ
ピ
ロ
や
多
く
の
会
員
た
ち
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
を

去
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
、
ロ
ス
コ
は
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
反
対
を
表
明
す

る
現
代
画
家
彫
刻
家
連
盟
の
設
立
に
尽
力
し
た
。
ロ
ス
コ
に
と
っ
て
、
ソ
ビ

エ
ト
は
、
ド
イ
ツ
と
手
を
組
み
、
表
現
の
自
由
を
脅
か
す
存
在
と
映
っ
た
の

で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
作
家
会
議
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
も
、
一

九
四
〇
年
代
の
時
代
の
変
化
の
流
れ
と
、
芸
術
家
た
ち
の
思
想
の
動
向
を
見

極
め
る
こ
と
に
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
は
、
大
恐
慌
の
発
生
、
W
P
A
の
救
済

事
業
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
台
頭
、
戦
争
へ
の
不
安
な
ど
の
諸
要
素
が
相
ま
っ
て
、

多
様
な
芸
術
観
を
も
つ
芸
術
家
た
ち
が
論
争
を
し
な
が
ら
も
団
結
し
、
職
業
と

し
て
の
画
家
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
特
筆
す
べ
き
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ロ
ス
コ
自
身
は
、
リ
ベ
ラ
、
シ
ケ
イ
ロ
ス
ら
の
作
品
を
間
近
に
見
、
W
P

A
の
連
邦
美
術
計
画
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
晩
年
ま
で
続
く
建
物
の
建
築
的
構

築
性
へ
の
関
心
が
芽
生
え
、
そ
し
て
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
展
開
さ
れ
る
壁

画
の
概
念
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
察
で
き
る
。

二
、
「
ザ
二
丁
ン
」

ロ
ス
コ
の
名
前
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
界
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
一
九
三
五
年
に
結
成
さ
れ
た
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
　
「
ザ
・
テ
ン
」

の
活
動
を
通
し
て
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
は
、
一
九
三
五
年
の

終
わ
り
に
ソ
ル
マ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
で
結
成
さ
れ
た
。
結
成
当
時
の
メ
ン
バ

ー
は
、
ロ
ス
コ
、
ソ
ル
マ
ン
、
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
、
ル
イ
ス
・
ハ
リ
ス
、
ル

イ
ス
・
シ
ャ
ン
カ
ー
、
イ
リ
ヤ
・
ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
、
ベ
ン
・
ザ
イ
オ
ン
、

ヤ
ン
ケ
ル
・
ク
フ
ェ
ル
ト
、
ナ
フ
ム
・
チ
ヤ
ズ
バ
ゾ
フ
で
あ
る
。
九
名
で

あ
り
な
が
ら
、
一
〇
名
を
意
味
す
る
テ
ン
と
名
づ
け
た
の
は
、
展
覧
会
ご

と
に
ゲ
ス
ト
作
家
を
迎
え
、
常
に
新
鮮
で
刺
激
的
な
創
作
活
動
を
保
と
う

と
す
る
メ
ン
バ
ー
の
意
図
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
見
解
に
加
え
て
、
ロ
ス

コ
の
伝
記
を
書
い
た
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
レ
ズ
リ
ン
は
、
こ
の
九
人
が
全
て

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ミ
ン
ヤ
ン
と
呼
ば
れ
る
ユ
ダ
ヤ
の
公
的
礼

拝
に
必
要
な
人
数
が
十
人
以
上
で
あ
る
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
、
美
術
界
に

新
た
な
改
革
を
も
た
ら
す
聖
な
る
一
団
で
あ
る
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
後
に
チ
ヤ
ズ
バ
ゾ
フ
は
、
活
動
方
針
の

見
解
の
相
違
か
ら
メ
ン
バ
ー
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
従
っ

て
、
ジ
ョ
ン
・
グ
ラ
ハ
ム
、
イ
ー
ル
・
カ
ー
カ
ム
、
ラ
ル
フ
・
ロ
ー
ゼ
ン

ボ
ー
グ
が
参
加
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
は
常
に
九
人
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、

ロ
ス
コ
の
親
友
で
あ
っ
た
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
と
親
し
か
っ
た
グ
ラ
ハ
ム
の
参

加
は
、
ロ
ス
コ
に
大
き
な
意
味
を
も
た
ら
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
展
開
さ

れ
て
い
る
美
術
の
動
向
や
思
想
に
精
通
し
、
実
際
に
シ
ユ
ル
レ
ア
リ
ス
ト

た
ち
と
交
流
の
あ
っ
た
グ
ラ
ハ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
た
ち
に
と
っ
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て
重
要
な
情
報
源
で
あ
り
、
一
九
三
七
年
に
出
版
し
た
　
『
芸
術
の
体
系
と

弁
証
法
』
　
は
、
多
く
の
芸
術
家
た
ち
に
読
ま
れ
て
い
た
。
グ
ラ
ハ
ム
自
身

は
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
美
術
に
は
懐
疑
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ロ
ス
コ

は
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
と
と
も
に
グ
ラ
ハ
ム
か
ら
直
接
フ
ロ
イ
ト
の
神
話
、
ユ

ン
グ
の
集
団
的
無
意
識
、
そ
し
て
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
で
用
い
ら
れ
て
い

る
オ
ー
ト
マ
テ
ィ
ス
ム
の
技
法
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
な
ど
の
知
識
を

得
て
い
た
。
こ
れ
は
、
戦
禍
を
逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
来
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
芸
術
家
た
ち
に
よ
っ
て
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
思
想
が
ア
メ
リ

カ
の
芸
術
家
た
ち
の
間
に
浸
透
す
る
よ
り
も
以
前
に
、
ロ
ス
コ
た
ち
が
こ

れ
ら
の
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
大
き
な
特
徴
は
、
ど
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
も
専
属
契
約
を
結

ば
ず
、
展
覧
会
の
度
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
契
約
を
結
ぶ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
ブ
ラ
ッ
ド
ン
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
資
料
を

読
む
と
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
た
　
「
ザ
・
テ
ン
」
　
に
よ

る
　
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
の
会
期
終
了
後
に
　
「
ザ
・
テ
ン
」
と

の
契
約
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
書
記
で
あ
る
ロ
ス
コ
か
ら
、
丁
重
な
断
り
の

申
し
出
の
手
紙
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
特
定
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
契
約
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
自
由
な
発
想
や
表
現
が
損
な
わ

れ
る
の
を
彼
ら
が
懸
念
し
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
ザ
・
テ
ン
」
　
で
は
、
少
な
く
と
も
月
に
一
度
は
会
合
が
開
か
れ
、
当
時
開
催

さ
れ
て
い
た
展
覧
会
や
美
術
の
動
向
に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

「
ザ
‥
ア
ン
」
が
解
散
さ
れ
た
翌
年
の
一
九
四
〇
年
、
ロ
ス
コ
は
神
話
の
勉
強

を
す
る
た
め
に
一
年
間
制
作
を
止
め
た
と
述
べ
て
お
り
、
一
九
四
一
年
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
具
象
画
か
ら
半
抽
象
画
で
あ
る
神
話
主
題
の
絵
画
へ
と
移
行
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
ザ
・
テ
ン
」
　
で
の
様
々
な
活
動
が
ロ
ス
コ
に
と
っ
て
大

き
な
転
換
期
と
な
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
四
〇
年
代
を
通
し
て
、
ロ
ス

コ
は
グ
ラ
ハ
ム
を
通
し
て
得
た
知
識
を
も
と
に
、
神
話
主
題
の
作
品
と
シ
ュ

ル
レ
ア
リ
ス
ム
様
式
の
作
品
を
制
作
す
る
。

ア
メ
リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ソ
ル
マ
ン
へ
の
イ
ン
タ

ヴ
ュ
ー
資
料
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
主
導
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
は
、

ロ
ス
コ
と
ソ
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ブ
ラ
ッ
ド
ン
も
、
会
合
に

お
い
て
ロ
ス
コ
は
、
非
常
に
深
刻
な
様
子
で
、
常
に
熱
心
に
自
分
の
考
え
を

話
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ロ
ス
コ
が
当
時
の
美
術
を
取
り
巻
く
状
況
や

自
ら
の
進
む
べ
き
表
現
様
式
に
つ
い
て
模
索
中
で
あ
り
、
「
ザ
・
テ
ン
」
　
で

の
活
動
に
新
し
い
地
平
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、

当
時
の
ロ
ス
コ
は
画
家
と
し
て
は
、
メ
ン
バ
ー
の
な
か
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
注

目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
展
覧
会
批
評

に
お
い
て
、
自
分
が
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
ロ
ス
コ
は
気

に
し
て
お
り
、
そ
の
葛
藤
が
彼
の
深
刻
さ
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
ソ
ル
マ
ン
は
、
ロ
ス
コ
よ
り
六
歳
年
少
で
あ
っ
た
が
、
既
に
個
展

を
二
度
開
催
し
、
多
く
の
グ
ル
ー
プ
展
に
出
品
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
の
機
関
紙
で
あ
る
　
『
ア
ー
ト
・
フ
ロ
ン
ト
』
　
の
編

集
長
を
務
め
、
多
数
の
批
評
を
執
筆
し
な
が
ら
シ
ャ
ピ
ロ
、
イ
サ
ム
・
ノ
グ

チ
、
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
キ
ー
ス
ラ
ー
な
ど
に
評
論
の
寄
稿
を
要
請
す
る
な
ど

幅
広
く
活
躍
し
、
そ
の
名
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
ソ
ル
マ
ン
は
、
名
実
と

も
に
　
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
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こ
こ
で
、
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
メ
ン
バ
ー
の
繋
が
り
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

ロ
ス
コ
、
ソ
ル
マ
ン
、
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
、
シ
ャ
ン
カ
ー
は
エ
イ
ヴ
リ
ー
を
囲

む
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
で
あ
る
。
ロ
ス
コ
と
と
も
に
一
九
二
八
年
の
オ
ポ
チ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
出
品
し
た
ハ
リ
ス
は
、
ロ
ス
コ
の
親
友
で
あ
り
、

ま
た
、
と
も
に
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で
生
活
し
て
い
る
ゴ
ツ
ト
リ
ー

ブ
や
シ
ャ
ン
カ
ー
と
も
親
し
く
し
て
い
た
。
ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
は
、
ソ
ル
マ

ン
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
。
ソ
ル
マ
ン

（
挿
図
6
）
、
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
は
、
エ
イ
ヴ
リ
ー
の
影
響
を
受
け
た
純
粋
な
色

彩
を
用
い
て
、
平
面
的
な
具
象
絵
画
を
表
現
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
措
き
、

シ
ャ
ン
カ
ー
は
、
ピ
カ
ソ
に
影
響
を
受
け
た
キ
ュ
ビ
ス
ム
的
様
式
（
挿
図
7
）
、

ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
は
モ
ン
ド
リ
ア
ン
に
感
化
さ
れ
、
再
現
主
義
的
具
象
絵
画

か
ら
幾
何
学
的
抽
象
　
（
挿
図
8
）
　
へ
と
転
向
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ま
た
、
ボ
ロ

ト
フ
ス
キ
ー
は
、
「
ザ
：
ア
ン
」
と
同
じ
年
に
設
立
さ
れ
た
、
幾
何
学
的
抽
象

表
現
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
　
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ッ
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
の
表
現
様
式
は
ば
ら
ば
ら
で

あ
り
、
共
通
の
芸
術
的
理
念
や
目
指
す
べ
き
表
現
様
式
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
背
景
が
、
一
九
三
九
年
の
　
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
解
散

を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
彼
ら
を
繋
げ
て
い
た
の
は
、
い
か
に

し
て
ア
メ
リ
カ
独
自
の
美
術
を
創
出
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
ー

モ
リ
ー
シ
ョ
ー
以
降
、
キ
ュ
ビ
ス
ム
、
ダ
ダ
、
未
来
主
義
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
の
美
術
が
盛
ん
に
取
り

上
げ
ら
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
は
、
一
九
三
六
年
に
「
キ
ュ
ビ

ス
ム
と
抽
象
芸
術
」
展
、
「
幻
想
芸
術
・
ダ
ダ
・
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
」
展
が

開
催
さ
れ
、
ロ
ス
コ
を
始
め
、
若
い
芸
術
家
た
ち
に
大
い
に
刺
激
を
与
え
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
に
強
く
目
が
向
け
ら
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
美
術
が
軽

ん
じ
ら
れ
て
い
る
事
実
に
も
不
満
を
感
じ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
ホ
イ
ッ

ト
ニ
ー
美
術
館
で
は
、
過
去
を
懐
か
し
む
保
守
的
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ー
ン

や
、
雑
誌
の
挿
絵
の
よ
う
な
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
美
術
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
も
我
慢
が
で
き
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
亜
流
で
も
な
け
れ

ば
、
再
現
主
義
的
で
も
保
守
的
で
も
な
い
ア
メ
リ
カ
の
前
衛
美
術
を
創
造
す

る
と
い
う
志
の
も
と
に
緩
や
か
に
結
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
ロ
ス
コ
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
メ
ン
バ
ー
は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
シ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
出
展

し
て
い
た
が
、
コ
レ
ク
タ
ー
か
ら
は
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
作
品
の
展
示
場
所

も
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
ザ
・
テ
ン
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
の
結
成
は
、
周
囲
に
自
分
た
ち
の
存
在
を
印
象
づ
け
る
と
と
も
に
、

何
よ
り
も
ま
ず
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
を
自
負
す
る
自
分
た
ち
の
作
品
を
一
同
に
発

表
す
る
機
会
を
確
保
し
ょ
う
と
す
る
戦
略
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え

て
く
る
。
こ
の
狙
い
は
、
結
成
翌
年
の
一
九
三
六
年
に
、
パ
リ
の
ボ
ナ
パ
ル

ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
の
招
待
を
受
け
て
、
展
覧
会
を
開
催
し
た
と
い
う
点

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
成
功
し
た
と
い
え
る
。
そ
の
後
、
「
ザ
‥
ア
ン
」
　
は
、

自
分
た
ち
の
作
品
の
写
真
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
オ
ー
ナ
ー
に
見
せ
る
な
ど
地
道

な
活
動
を
続
け
、
グ
ル
ー
プ
展
を
八
回
開
催
し
た
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ユ
ニ

オ
ン
の
機
関
紙
で
あ
っ
た
　
『
ア
ー
ト
・
フ
ロ
ン
ト
』
　
の
記
者
ジ
エ
イ
コ
ブ
・

カ
イ
ネ
ン
は
、
好
意
的
に
　
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
展
覧
会
を
評
し
て
い
た
。
『
ア
ー

ト
・
フ
ロ
ン
ト
』
　
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
た
が
、
国

際
主
義
的
な
美
術
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
な
ど
ジ

ャ
ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
各
派
に
誌
面
で
率
直
に
議
論
を
戦
わ
せ
る
、
当
時
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最
も
活
発
に
ア
メ
リ
カ
の
現
代
美
術
の
動
向
を
伝
え
て
い
た
美
術
雑
誌
で
あ

っ
た
。
『
ア
ー
ト
・
フ
ロ
ン
ト
』
　
の
そ
の
自
由
主
義
の
方
針
に
貢
献
し
た
の
は
、

ソ
ル
マ
ン
で
あ
っ
た
。
カ
イ
ネ
ン
は
、
ロ
ス
コ
と
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
の
作
品
が

表
現
主
義
的
で
あ
り
、
新
し
い
モ
ダ
ン
な
方
向
を
指
し
示
し
て
い
る
点
に
お

い
て
、
「
大
き
な
感
動
に
満
ち
た
絵
画
」
と
記
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ア
メ

リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
資
料
に
よ
れ
ば
、

後
年
、
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
て
、
カ
イ
ネ
ン
は
当
時
の
美
術
界

の
状
況
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
「
タ
イ
ム
ズ
な
ど
の
記
者
が
好
き
な
の
は
、
そ

の
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
有
名
な
名
前
だ
よ
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
は
、
ギ

ャ
ラ
リ
ー
・
シ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
　
（
結
成
前
に
）
　
展
覧
会
を
開
い
た
こ
と
が
あ

る
風
変
わ
り
な
グ
ル
ー
プ
ぐ
ら
い
に
し
か
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
　
と
回
想

し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
焼
き
直
し
の
美
術
で
も
な
く
、
過
去
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術

で
も
な
い
と
い
う
両
方
の
目
的
を
一
度
に
達
成
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
、
ま
ず
当
時
大
き
な
力
を
持
っ
て
い
た
リ
ー
ジ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
見
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
保
守
的
な
美
術
を
糾
弾
す
る
こ
と
か

ら
始
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
美
術
の
表
現
様
式

と
し
て
新
し
い
表
現
を
追
究
す
る
の
で
は
な
く
、
後
退
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
り
、
加
え
て
、
思
想
に
お
い
て
も
彼
ら
に
と
っ
て
危
険
だ
と
思
え
た
か
ら

で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
痕
跡
を
排
除
し
、
理
想
化
さ
れ
た
か
つ
て
の
ア
メ

リ
カ
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
国
粋
主
義
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
移
民

の
第
一
、
第
二
世
代
に
あ
た
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
観
点
か
ら
見
て
、
反
ユ
ダ
ヤ
的

に
映
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
自
由
主
義
者
や
左
派
の
人
々
に
と
っ
て
も
、

リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
人
種
差
別
的
で
あ
り
、
国
粋
主
義
的
な
心
情
に
訴
え

る
土
着
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
芸
術
に
思
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
一
九
三
六
年

二
月
に
行
な
わ
れ
た
、
最
初
の
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
に
お
い
て
も
、
リ
ー

ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
策
表
明
で
あ
る
と
非
難

さ
れ
た
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
活
動
か
ら
も
、
彼
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
強

い
反
発
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ス
ペ
イ
ン
内
戦
で
、
フ
ラ
ン
コ
将
軍
率
い

る
反
乱
軍
と
人
民
戦
線
の
戦
い
が
激
化
す
る
一
九
三
七
年
、
ロ
ス
コ
を
始
め

と
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
二
一
月
三
日
か
ら
三
日
間
　
「
ザ
：
ア
ン
」
　
に
よ
る
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
形
式
の
展
覧
会
を
開
催
し
た
。
ア
メ
リ
カ
美
術
ア
ー
カ
イ
ヴ
に

収
め
ら
れ
て
い
る
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
チ
ラ
シ
　
（
挿
図
9
）
　
を
見
る
と
、
そ
こ

に
は
、
油
彩
、
水
彩
、
素
描
、
版
画
が
出
品
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
収
益
は
ス

ペ
イ
ン
の
子
供
た
ち
に
届
け
ら
れ
る
と
い
う
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
リ
ー

グ
と
記
さ
れ
た
文
字
の
下
に
は
、
戦
争
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
反
対
が
表

明
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ス
コ
は
一
九
二
四
年
の
四
月
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
国
籍
取
得
の
申
請
手
続
き

の
準
備
を
始
め
て
い
た
が
、
そ
の
手
続
き
を
ま
だ
完
了
さ
せ
て
は
い
な
か
っ
た
。

一
九
三
五
年
の
一
月
よ
り
手
続
き
を
再
開
し
、
一
九
三
七
年
一
一
月
に
帰
化
の

申
請
書
を
提
出
し
、
一
九
三
八
年
二
月
に
取
得
し
た
。
ロ
ス
コ
が
国
籍
を
取
得

し
た
理
由
と
し
て
W
P
A
が
応
募
の
身
分
資
格
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
市
民
権
を

要
求
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ロ
ス
コ
が
手
続
き

を
再
開
す
る
の
は
そ
の
要
件
の
設
定
前
な
の
で
、
他
の
要
因
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ロ
ス
コ
の
母
親
も
含
め
て
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ
国
籍

を
取
得
し
た
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
よ
う
に
、
ロ
ス
コ
は
恐
ら
く
、

ナ
チ
ス
を
支
持
す
る
ド
イ
ツ
系
ア
メ
リ
カ
人
協
会
や
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
E
・
コ
グ

リ
ン
神
父
の
ラ
ジ
オ
説
教
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
、
ナ
チ
ス
の
人
種
主
義
の
高
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ま
り
と
当
時
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
復
活
を
懸
念
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
市
民
で

あ
る
こ
と
は
、
安
全
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
1
・
B
：
一
ユ
ー
マ

ン
の
薦
め
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
特
定
で
き
る
ロ
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
ツ
と
い
う
苗
字
か

ら
、
出
自
を
特
定
し
に
く
い
ロ
ス
コ
と
い
う
名
前
へ
改
名
を
し
た
こ
と
か
ら
も

窺
え
る
。

「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
メ
ン
バ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、

ロ
ス
コ
、
ソ
ル
マ
ン
、
ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
、
シ
ャ
ン
カ
ー
、
ゴ
ツ
ト
リ
ー
ブ
な

ど
彼
ら
の
多
く
が
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
ロ
シ
ア
か
ら
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
っ
て
き

た
移
民
、
も
し
く
は
移
民
第
二
世
代
で
、
彼
ら
の
両
親
は
い
わ
ゆ
る
労
働
者
階

級
で
あ
り
、
生
活
は
決
し
て
豊
か
だ
と
い
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ロ
ス
コ

は
画
家
の
生
活
を
始
め
て
間
も
な
い
頃
、
仕
事
に
困
っ
た
際
に
、
ラ
ビ
僧
か
ら

作
家
に
転
向
し
た
知
り
合
い
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
ル
イ
ス
・
ブ
ラ
ウ
ン
に
仕
事

の
斡
旋
を
頼
ん
で
い
る
。
後
に
契
約
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
裁
判
へ
と
発
展

す
る
も
の
の
、
彼
の
著
作
の
挿
絵
を
担
当
し
、
一
九
二
九
年
に
は
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
に
あ
る
ジ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
・
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
子

供
た
ち
に
絵
を
教
え
る
職
を
得
て
い
る
。
シ
ャ
ン
カ
ー
も
パ
リ
に
滞
在
中
、
生

活
に
困
っ
た
折
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
地
区
に
赴
き
、
僅
か
な
金
額
で
食
事
を
分
け

て
も
ら
っ
て
い
た
。
彼
ら
と
ユ
ダ
ヤ
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
間
に
は
、
深
い

つ
な
が
り
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
に
お
い
て
、
メ
ン
バ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
的
な
対
応
を
さ
れ
た
こ
と
や
、
大
き
く
態
度
を
変
え
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
か
と
問
わ
れ
た
際
に
、
ソ
ル
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
に
は
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
い
た
こ
と
か
ら
、
特
に
差
別
や
偏
見
は
受

け
て
お
ら
ず
、
エ
イ
ヴ
リ
ー
が
妻
と
し
た
サ
リ
ー
も
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
を

例
に
挙
げ
、
当
時
の
美
術
界
で
は
ア
メ
リ
カ
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
移
民
な
ど
の
区

別
は
な
く
非
常
に
良
好
な
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
、

三
八
年
五
月
の
　
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
展
覧
会
評
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
論
評
も
存

在
し
て
い
る
。

実
際
、
「
ザ
・
テ
ン
」
の
画
家
た
ち
は
全
員
が
暗
い
色
調
で
措
い
て
い
た
。

こ
れ
は
、
単
に
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
と
い
う
民
族

的
な
こ
と
に
因
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
名
前
が
最
近
ア
メ
リ
カ
に

や
っ
て
き
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
し
、
そ
の
こ
と
は
彼
ら
の
ア
メ
リ
カ
で
の

生
活
が
必
ず
し
も
輝
き
と
喜
び
に
包
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

（
4

0
）

を
示
し
て
い
る
。

こ
の
批
評
か
ら
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
偏
見
が
ま
だ
根
強
か
っ
た
こ
と
と
、

「
ザ
・
テ
ン
」
　
が
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
美
術
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
理
解
す
る
に
は
、
当
時
の
美
術
関
係
者
は
、
多
様
な
人
種
が
活
動
し
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
か
ら
次
々
と
新
し
い
芸
術
運
動
が
流
入
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非

常
に
偏
狭
的
な
視
野
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
彼
ら
が
ユ
ダ
ヤ
人
同
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
共
に
活
動
す
る

関
係
を
築
く
上
で
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
、

古
き
良
き
時
代
の
ア
メ
リ
カ
の
風
景
は
馴
染
み
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
国

粋
主
義
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
向
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
と
結
び
つ
き
、

ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
彼
ら
の
不
安
を
煽
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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三
、
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展

画
と
同
質
な
も
の
と
さ
れ
る
絵
画
に
対
す
る
抗
議
で
あ
る
。

「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
反
発
を
示
す
活
動
の
な
か
で
、

最
も
注
目
さ
れ
た
の
が
一
九
三
八
年
の
一
一
月
五
日
か
ら
二
六
日
ま
で
マ
ー
キ

ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
で

あ
る
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
が
付
け
ら
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美

術
館
が
、
再
現
描
写
的
な
作
風
で
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
、
ル
シ
ー
ル
・
ア

ー
ノ
ル
ド
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ブ
ル
ッ
ク
ら
の
展
覧
会
を
次
々
と
開
催
し
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
の
趣
旨
は
、
ロ
ス
コ
、
並
び
に
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
ブ
ラ
ッ
ド
マ
ン
と
シ
ド
ニ
ー
・
シ
エ
ク
ト
マ
ン
に
よ
っ
て
草
案

が
練
ら
れ
た
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
　
（
挿
図
1
0
）
　
の
序
文
に
示
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
そ
れ
に
名
称
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か

新
し
い
も
の
を
創
造
し
よ
う
と
す
る
古
い
喜
劇
を
演
じ
て
い
る
。
明
ら
か
に
、

そ
の
努
力
は
、
あ
る
程
度
大
衆
的
な
成
功
を
収
め
て
い
る
。
一
般
大
衆
が
、

ア
メ
リ
カ
芸
術
は
、
地
理
的
、
人
種
的
、
道
徳
的
、
物
語
的
と
い
う
非
芸
術

的
基
準
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
始
め

て
以
来
、
成
功
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
中
略
・
・
・
サ
イ
ロ
　
（
穀

物
貯
蔵
塔
）
　
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
は
現
代
ア
メ
リ
カ
美
術
の
美
術
館
で
あ
る
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
を
支
配
し
て
い
る
。
・
・
・
中
略
・
・
・
こ
の
展
覧
会

の
タ
イ
ト
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
美
術
の
重
要
な
分
野

に
注
意
を
促
す
た
め
に
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
一
つ
の

美
術
館
を
超
え
、
反
対
者
の
特
定
の
グ
ル
ー
プ
を
超
え
て
突
き
進
ん
で
い
く

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
旧
来
の
ア
メ
リ
カ
的
な
絵
画
や
想
像
力
の
な
い
絵

つ
ま
り
、
ロ
ス
コ
は
、
旧
態
依
然
と
し
た
絵
画
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新

し
い
名
称
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
さ
も
新
し
い
芸
術
が
生
ま
れ
た
か
の
よ
う
に

振
舞
う
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
美
術
界
の
状
況
に
対
し
て
憤
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
作
品
は
、
道
徳
的
で
あ
る
と
か
物
語
的
で
あ
る
い
っ
た
非
芸
術
的
な
基
準

に
よ
っ
て
芸
術
作
品
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
サ
イ
ロ
　
（
穀
物
貯

蔵
塔
）
　
に
象
徴
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
農
村
風
景
を
措
い
て
い
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
は
、
大
衆
の
人
気
を
得
、
成
功
を
収
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
革
新

的
芸
術
で
も
な
い
の
に
、
現
代
ア
メ
リ
カ
美
術
の
美
術
館
と
し
て
知
ら
れ
る
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
を
、
今
や
支
配
し
て
い
る
。
ロ
ス
コ
た
ち
は
、
こ
の
状
況

に
警
鐘
を
鳴
ら
す
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
展
覧
会
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
抗
議
が
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の

み
で
完
結
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
美
術
界
全
体
へ
の
問
題
提
起
と
な
る
こ
と

を
意
図
し
た
の
で
あ
る
。

展
覧
会
の
出
品
リ
ス
ト
を
見
る
と
、
カ
ー
カ
ム
を
ゲ
ス
ト
作
家
と
し
て
招

待
し
、
一
人
二
点
出
品
し
て
い
る
。
ロ
ス
コ
の
出
品
作
品
は
、
《
映
画
館
》

（
挿
図
1
1
）
、
《
会
話
》
　
（
挿
図
1
2
）
　
で
あ
る
。
《
映
画
館
》
に
つ
い
て
は
、

初
期
の
海
景
画
か
ら
度
々
用
い
ら
れ
て
い
る
層
状
の
構
図
で
観
客
が
措
か
れ

て
い
る
。
こ
の
層
の
形
態
は
、
続
く
神
話
主
題
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
様
式

の
作
品
に
よ
り
顕
著
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
平
面
的
で
単
純
に
描

か
れ
た
人
物
は
、
当
時
ロ
ス
コ
が
信
奉
し
て
い
た
エ
イ
ヴ
リ
ー
の
影
響
が
窺

え
、
新
し
い
表
現
へ
の
模
索
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
、
暗
い
色
調
と
表
情

の
読
み
取
れ
な
い
人
物
か
ら
は
、
人
々
の
憂
愁
が
漂
い
、
当
時
の
恐
慌
下
の
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人
々
の
社
会
に
対
す
る
不
安
が
描
き
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
情
景
に
は
、
社

会
派
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
品
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
美

術
界
の
主
流
と
な
っ
て
い
た
、
保
守
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
、
思
想
は

急
進
的
で
あ
り
な
が
ら
表
現
は
描
写
的
な
作
風
の
域
を
出
な
い
社
会
主
義
リ

ア
リ
ズ
ム
を
攻
撃
し
な
が
ら
も
、
ロ
ス
コ
の
作
品
が
現
代
的
な
絵
画
を
表
す

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
ロ
ス
コ
の
目
指
す
絵

画
と
、
実
際
の
様
式
は
乗
離
し
て
お
り
、
い
ま
だ
発
展
途
上
だ
っ
た
と
い
え

る
。
も
う
一
方
の
作
品
で
あ
る
《
会
話
》
は
、
窓
際
で
会
話
を
す
る
二
人
の

女
性
を
建
物
の
外
か
ら
描
い
た
作
品
で
あ
る
が
、
ロ
ス
コ
が
関
心
を
持
っ
て

い
た
建
物
や
窓
枠
を
端
的
に
表
し
た
作
例
の
一
つ
と
い
え
る
。
窓
枠
を
ほ
ぼ

画
面
い
っ
ぱ
い
に
描
き
、
僅
か
に
壁
面
を
見
せ
る
と
い
う
壁
面
と
窓
に
見
る

地
と
図
の
関
係
は
、
ロ
ス
コ
様
式
に
見
ら
れ
る
、
矩
形
が
浮
か
ん
で
い
る
地

と
矩
形
の
図
の
関
係
（
挿
図
1
3
）
を
想
起
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
の
様
式
は
、

カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
周
囲
を
白
い
枠
で
囲
ん
だ
よ
う
に
塗
っ
て
い
る
晩
年
の
《
ダ

ー
ク
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
》
シ
リ
ー
ズ
（
一
九
六
八
－
七
〇
年
）
へ
と
継
承

さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
窓
を
通
し
て
情
景
を
描
く
と
い
う
表
現
は
、

ロ
ス
コ
が
繰
り
返
し
取
り
上
げ
た
主
題
で
あ
っ
た
。
後
に
画
面
か
ら
は
人
物

の
姿
が
消
え
、
窓
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
矩
形
の
み
が
措
か
れ
た
ロ
ス
コ
様

式
へ
と
発
展
し
、
《
ロ
ス
コ
・
チ
ャ
ペ
ル
》
（
一
九
六
四
－
六
七
年
）
で
は

窓
の
な
い
聖
堂
の
壁
全
体
に
作
品
を
設
置
す
る
な
ど
、
作
品
の
設
置
空
間
ま

で
も
視
野
に
入
れ
て
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
ロ
ス
コ
が
描
い
て

い
た
都
会
の
風
景
作
品
の
多
く
に
は
、
繰
り
返
し
窓
や
扉
が
描
か
れ
て
お
り
、

「
ザ
二
ア
ン
」
の
第
二
回
目
の
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
た
《
イ
ン
テ
リ
ア
》

（
挿
図
1
4
）
に
お
い
て
も
、
そ
の
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
《
イ
ン
テ
リ
ア
》
で

は
、
窓
と
思
わ
れ
る
矩
形
が
多
く
施
さ
れ
た
建
物
の
フ
ァ
サ
ー
ド
が
堂
々
と

措
か
れ
て
お
り
、
建
物
が
持
つ
建
築
的
構
築
性
と
力
強
さ
が
表
さ
れ
て
い
る
。

《
シ
ー
グ
ラ
ム
ビ
ル
壁
画
》
　
（
一
九
五
八
－
六
〇
年
）
　
の
制
作
に
取
り
掛
か

っ
て
い
た
頃
、
ロ
ス
コ
は
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
シ
ャ
ー
に
、
一
九
五
〇
年
に
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
図
書
館
を
訪
れ
た
際
に
見
た
ミ
ケ
ラ
ン

ジ
ェ
ロ
に
よ
る
飾
り
窓
　
（
挿
図
1
5
）
　
を
挙
げ
て
、
「
彼
は
ま
さ
に
、
私
の
狙
っ

て
い
る
あ
の
感
じ
を
創
り
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
見
る
者
が
戸
や
窓

を
す
べ
て
閉
ざ
し
た
部
屋
に
足
を
踏
み
入
れ
た
よ
う
な
気
分
に
な
っ
て
し
ま

う
、
あ
の
感
じ
だ
」
　
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
二
〇
年
前
に
ロ
ス
コ
よ

っ
て
措
か
れ
た
《
イ
ン
テ
リ
ア
》
と
明
ら
か
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
開
口
部
で
あ
る
窓
が
も
つ
象
徴
性
と
、
矩
形
の
形
態
は
、
ロ
ス
コ
の
晩

年
の
作
品
に
ま
で
通
底
す
る
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
自
ら
が
序
文

を
担
当
し
た
展
覧
会
に
、
窓
枠
を
主
題
に
描
い
た
と
も
い
え
る
作
品
を
出
品

し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
現
代
的
な
美
術
を
模
索
中
の
ロ
ス

コ
が
、
窓
に
新
た
な
意
味
を
見
出
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
一
見
、
一
方
的
で
無
謀
と
も
思
え
る
　
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」

展
で
は
あ
る
が
、
先
述
の
ブ
ラ
ッ
ド
ン
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
資
料
か
ら
、
実
際

に
は
開
催
に
当
た
り
、
周
到
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

現
在
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
は
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
九
四
五
番

地
に
あ
る
が
、
一
九
六
六
年
に
移
転
す
る
ま
で
は
、
西
八
丁
目
通
り
の
八
番

地
に
あ
っ
た
。
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
同
じ
東
八
丁
目
通
り
の

四
番
地
に
あ
り
、
隣
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
美
術
関
係
者
が
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
展
覧
会
に
訪
れ
た
際
に
、
隣
に
あ
る
マ
ー
キ
ュ
リ

ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
ザ
・
テ
ン
」

－148－



の
メ
ン
バ
ー
は
、
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
　
展
の
ビ
ラ
が
充
分
に
人
目

に
触
れ
る
よ
う
に
大
量
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
配
っ
て
お
り
、

同
じ
八
丁
目
通
り
に
は
、
A
C
A
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ッ
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
、
そ
し
て
二
二
丁
目
通
り
に
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
構

え
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
挑
発
的
な
ビ
ラ
を
目
に
し
た
者
が
興
味
を
抱

い
て
足
を
運
び
や
す
い
環
境
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
マ

ー
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
当
時
W
P
A
が
大
人
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
主
催
し
て
い
た
ア
ー
ト
・
ツ
ア
ー
の
ル
ー
ト
に
組
み
込
ま
れ
て
い

た
。
参
加
者
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
を
出
発
し
て
、
レ
ー
ン
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
、
製
陶
場
、
連
邦
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
を
見
学
し
た
後
に
、
マ

ー
キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
出
く
わ
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
と
い
う
当
時
、
現
代

美
術
を
紹
介
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
二
大
美
術
館
を
訪
れ
た
者
が
、
マ
ー

キ
ュ
リ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
　
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
を
見
る
こ

と
に
な
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
試
み
は
成
功
し
、
『
ア

ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ズ
』
　
や
　
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
』
　
な
ど
の
主
要
な
美

術
雑
誌
、
新
聞
で
批
評
さ
れ
た
。
『
ア
ー
ト
：
l
ユ
ー
ズ
』
　
で
は
、
各
メ
ン
バ

ー
の
作
品
の
表
現
の
モ
ダ
ン
さ
に
つ
い
て
、
概
ね
好
意
的
に
論
じ
ら
れ
て
い

る
も
の
の
ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
に
対
し
て
は
、
真
の
反
逆
者
で
あ
る
な
ら
ば
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
に
展
示
し
て
い
る
作
品
を
直
ち
に
撤
去
す
る
べ
き
で
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
と
称
し
な

が
ら
も
実
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
年
次
展
に
、
ボ
ロ
ト
フ
ス
キ
ー
の

作
品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ャ
ン
カ
ー
と
グ
ラ
ハ
ム

も
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
へ
の
出
品
の
経
験
が
あ
っ
た
。
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の

メ
ン
バ
ー
が
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
芸
術
を
非
難
し
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
立

場
に
あ
っ
た
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
に
対
し
て
反
対
の
立
場
を
取
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勇
ま
し
い
序
文
と
は
裏
腹
に
同
館
へ
の
出
品
を
拒
否
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ブ
ラ
ッ
ド
マ
ン
は
、
「
彼
ら

は
、
そ
の
よ
う
な
類
の
こ
と
を
決
し
て
拒
否
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
街
で

は
最
も
名
声
の
あ
る
美
術
館
で
す
し
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

ロ
ス
コ
は
、
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
書
記
と
し
て
一
九
三
九
年
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

近
代
美
術
館
の
館
長
で
あ
っ
た
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
バ
ー
に
手
紙
を
送
っ
て
、
都

合
が
つ
き
次
第
、
ア
メ
リ
カ
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
で
あ
る
「
ザ
・
テ
ン
」
　
の
最
新
作

を
見
て
欲
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。
バ
ー
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
ド
ロ
シ

ー
・
ミ
ラ
ー
に
作
品
を
見
に
行
か
せ
た
が
、
結
局
、
展
覧
会
も
開
か
ず
作
品
の

購
入
も
し
な
か
っ
た
。
ロ
ス
コ
に
と
っ
て
は
、
前
衛
的
な
美
術
を
紹
介
す
る
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
は
名
実
と
も
に

「
ザ
・
テ
ン
」
　
が
モ
ダ
ニ
ズ
ム
へ
の
仲
間
入
り
を
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
か
た

や
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
よ
う
に
、
挿
絵
と
変
わ
る
こ
と
の
な
い
単
な
る
説

明
描
写
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
作
品
を
支
持
し
て
い
る
美
術
館
で
展
覧
会
を

開
く
こ
と
や
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
も
、
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
絵
画
を
ア
メ
リ
カ
に

認
め
さ
せ
る
上
で
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
　
「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
開
催
時
に
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術

館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
あ
っ
た
ロ
イ
ド
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
と
ロ
ス
コ
は
、
少
な

か
ら
ぬ
縁
が
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
頃
、
前
述
し
た
元
ラ
ビ
僧
の
ブ
ラ
ウ
ン
が
、

当
時
は
　
『
ア
ー
ツ
・
マ
ガ
ジ
ン
』
　
の
副
編
集
長
を
し
て
お
り
、
親
交
の
あ
っ
た

グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
に
、
ロ
ス
コ
を
推
薦
し
、
仕
事
の
斡
旋
を
頼
ん
で
い
た
。
し
か

し
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
は
、
こ
の
推
薦
を
拒
否
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
経
緯
が
、
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「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
以
前
に
既
に
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
は
、

ロ
ス
コ
は
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
の
年
次
展
へ
の
招
待
を
受
け
た
が
、
そ
の
時

に
は
副
館
長
と
な
っ
て
い
た
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
と
の
話
し
合
い
の
結
果
、
出
品
を

拒
否
し
た
。
同
年
の
一
二
月
に
は
、
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
が
ロ
ス
コ
の
作
品

二
点
を
ベ
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ソ
ン
ズ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
か
ら
購
入
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
と
知
っ
た
ロ
ス
コ
は
、
作
品
購
入
の
提
案
を
辞
退
す
る
手
紙
を
書
い

て
い
る
。

私
が
年
次
展
に
失
望
し
た
の
は
、
作
品
の
持
つ
固
有
の
特
質
が
そ
の
展

示
に
お
い
て
損
な
わ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
異
な
っ
た
も
の
と
し
て

提
示
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
私
の
作
品
が
仮
に
購
入
さ
れ
て
、
貴
館
の

常
設
展
示
室
に
並
べ
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
の
状
況
が
納
得
ゆ
く
よ
う
に
変

化
す
る
か
も
し
れ
な
い
な
ど
と
思
い
込
も
う
と
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
自
己
欺
瞞
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
世
界
で
私
が
導
き
出
す
も
の
に
対

す
る
責
任
を
深
く
自
覚
し
て
い
る
の
で
、
私
と
し
て
は
、
作
品
の
生
命
と

意
味
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
提
示
さ
れ
る
展
覧
会
は
い
か
な
る
も
の
で

も
引
き
受
け
た
い
し
、
逆
に
そ
れ
ら
が
損
な
わ
れ
る
状
態
は
ど
の
よ
う
に

し
て
も
避
け
た
い
の
で
す
。

と
書
い
て
お
り
、
作
品
と
そ
の
展
示
に
対
し
て
、
美
術
館
と
画
家
の
も
つ
責
任

の
重
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
加
え
て
、
ロ
ス
コ
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
の
ア
メ
リ
カ
現
代
美
術
作
家
コ
ン
ペ
の
審
査
員
に
対
し
て
抗
議
文
を
送
っ

た
り
、
グ
ツ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
賞
を
辞
退
し
た
り
す
る
な

ど
、
美
術
館
の
芸
術
理
念
や
展
示
の
姿
勢
を
含
め
た
美
術
館
の
あ
り
方
に
つ
い

て
非
常
に
重
き
を
お
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
へ
の
反
逆
者
」
展
を
開
催
し
た
同
年
に
、
ロ
ス
コ
は
、
絵

を
教
え
て
い
た
セ
ン
タ
ー
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
演
を
行
な
い
、
自
分
の
芸
術

観
や
子
供
た
ち
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
講
演
の
も
と
に

な
っ
た
の
が
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
ロ
ス
コ
が
自
分
の
考
え
を
書
き
留

め
て
い
た
　
「
落
書
き
帖
」
　
（
挿
図
1
6
）
　
で
あ
る
。
ロ
ス
コ
は
自
ら
の
考
え
を
著

作
と
し
て
著
す
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
数
年
、
ロ
ス
コ
の
書
き
記
し
た

メ
モ
や
原
稿
な
ど
を
編
集
し
、
解
明
す
る
研
究
が
進
ん
で
い
る
。
二
〇
〇
五

年
に
出
版
さ
れ
た
　
『
ロ
ス
コ
考
』
　
で
は
、
資
料
集
と
し
て
　
「
落
書
き
帖
」
　
の

全
頁
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
　
「
落
書
き
帖
」
　
で
は
、
子
供
の
美
術
教
育

と
と
も
に
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
、
表
現
主
義
、
色
彩
、
ス
ケ
ー
ル
な
ど

の
重
要
性
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
色
彩
の
項
目
で
は
、
色
彩
と
感
覚
の

関
係
と
色
彩
の
語
調
が
も
た
ら
す
叙
情
性
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

エ
イ
ヴ
リ
ー
か
ら
の
影
響
が
窺
え
る
と
と
も
に
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
ロ

ス
コ
様
式
で
用
い
ら
れ
て
い
る
鮮
や
か
な
色
彩
を
予
期
さ
せ
る
。
ま
た
、
ス

ケ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
作
品
の
ス
ケ
ー
ル
は
必
然
的
に
情
感
を
含
ん
で
い
る

と
い
う
指
摘
は
、
作
品
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
と
設
置
空
間
の
関
係
、
そ
れ

が
創
り
出
す
場
の
雰
囲
気
や
情
感
な
ど
、
後
の
ロ
ス
コ
芸
術
の
本
質
を
想
起

さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
、
絵
画
の
主
題
と
し
て
、
感
情
の
喚
起

の
表
現
を
体
現
さ
せ
た
ロ
ス
コ
様
式
や
壁
画
シ
リ
ー
ズ
の
特
質
と
関
係
し
て

い
る
記
述
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
ロ
ス
コ
の
表
現
様
式
は
、
ロ
ス

コ
の
芸
術
観
を
体
現
す
る
途
上
に
あ
っ
た
が
、
芸
術
理
念
の
基
礎
は
、
既
に

一
九
三
〇
年
代
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
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お
わ
り
に

制
作
態
度
を
決
定
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
ロ
ス
コ

の
創
作
活
動
は
、
ロ
ス
コ
芸
術
の
大
成
の
淵
源
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
は
、
W
P
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
そ

れ
ま
で
孤
独
の
な
か
で
制
作
を
し
て
い
た
画
家
た
ち
の
交
流
を
急
速
に
進
展
さ

せ
、
ま
た
賃
金
を
得
て
公
共
の
建
物
に
作
品
を
描
く
体
験
を
さ
せ
た
こ
と
で
、

画
家
と
し
て
の
職
業
意
識
と
画
家
が
社
会
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
自
信
を
彼
ら

に
与
え
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
芸
術
家
へ
の
支
援
を
求
め
る
た

め
に
、
異
な
っ
た
様
式
を
展
開
す
る
芸
術
家
た
ち
が
団
結
し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ッ
・
ユ
ニ
オ
ン
が
結
成
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
芸
術
家
会
議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

芸
術
家
自
ら
が
社
会
に
働
き
か
け
る
と
い
う
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
た
。
ロ
ス

コ
自
身
に
つ
い
て
は
、
三
〇
年
代
の
メ
キ
シ
コ
壁
画
運
動
の
影
響
や
W
P
A
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
建
物
の
壁
画
制
作
は
、
実
際
に
は
壁
画
を
措
い
て
い
な

い
も
の
の
、
建
物
が
も
つ
建
築
的
構
築
性
や
壁
画
が
も
つ
観
者
に
訴
え
か
け
る

力
を
認
識
さ
せ
、
後
の
ロ
ス
コ
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
壁
画
シ
リ
ー
ズ
を
生

み
出
す
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
殆
ど
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ロ
ス
コ
の
「
ザ
二
ア
ン
」
で
の
活

動
を
追
う
こ
と
で
、
ロ
ス
コ
に
と
っ
て
の
三
〇
年
代
は
、
自
ら
の
活
動
の
場
を

開
拓
し
、
偏
狭
的
な
ア
メ
リ
カ
美
術
の
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
奮
闘
し
た
時

代
で
あ
っ
た
こ
と
が
検
証
さ
れ
た
。
当
時
、
エ
イ
ヴ
リ
ー
か
ら
学
ん
だ
色
彩
の

も
つ
力
と
、
壁
画
運
動
を
通
し
て
感
得
し
た
大
画
面
の
力
強
さ
、
そ
し
て
矩
形

へ
の
関
心
は
、
一
〇
年
後
、
ロ
ス
コ
様
式
へ
と
結
実
し
、
ア
メ
リ
カ
独
自
の
新

し
い
芸
術
表
現
の
創
出
へ
と
至
っ
た
。
ま
た
「
ザ
・
テ
ン
」
で
の
活
動
を
通
し

て
、
グ
ラ
ハ
ム
な
ど
の
多
く
の
画
家
と
交
流
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
、
そ
の

よ
う
な
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
当
時
の
執
筆
活
動
は
後
の
ロ
ス
コ
の
芸
術
理
念
や

W
O
r
k
s
P
r
O
讐
e
S
S
A
d
m
i
n
i
s
t
r
a
t
i
O
n
の
略
。
公
共
事
業
促
進
局
。

一
九
二
〇
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
の
製
靴
工
場
で
強
盗
殺
人
事
件
が
起
こ
っ
た
。
そ
の

容
疑
者
と
し
て
逮
捕
さ
れ
た
の
が
、
イ
タ
リ
ア
移
民
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
ニ
コ

ラ
・
サ
ッ
コ
と
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
ヴ
ァ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
で
あ
っ
た
。
二
人
は
充
分
な
物
的
証

拠
も
な
い
ま
ま
逮
捕
さ
れ
、
公
正
さ
に
欠
け
る
裁
判
に
よ
っ
て
死
刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
は
じ
め
多
く
の
文
化
人
が
審
議
の
や
り
直
し
を
求
め
、
イ
タ
リ
ア
の

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
首
相
も
助
命
を
嘆
願
し
た
が
、
一
九
二
七
年
に
二
人
は
処
刑
さ
れ
た
。
一

九
七
七
年
に
な
っ
て
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
知
事
の
デ
ユ
カ
キ
ス
は
、
当
時
の
裁
判
が

共
産
主
義
や
無
政
府
主
義
、
そ
し
て
非
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
系
移
民
に
対
す
る
偏
見
に
満

ち
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
二
人
の
無
実
を
発
表
し
た
。

（
3
）
　
S
c
O
t
t
W
i
l
l
i
a
m
｝
B
．
〉
a
n
d
P
e
t
e
r
M
．
封
u
t
k
O
男
斉
川
等
ざ
「
か
旨
訂
計
ヨ
｝
B
a
－
t
i
m
O
r
e

a
n
d
L
O
n
d
O
n
二
浪
挙
p
．
－
当
．

（
4
）
　
『
マ
ッ
シ
ズ
』
は
、
一
九
二
六
年
に
「
ニ
ュ
ー
・
マ
ッ
シ
ズ
」
と
し
て
刷
新
さ
れ
た
。
理

由
と
し
て
マ
イ
ケ
ル
・
ゴ
ー
ル
ド
は
、
『
マ
ッ
シ
ズ
』
　
は
素
晴
ら
し
い
雑
誌
で
は
あ
っ
た

が
、
上
層
階
級
向
け
で
あ
っ
た
の
で
、
上
品
と
は
い
え
な
い
人
間
の
生
々
し
い
現
実
を
追

求
す
る
た
め
、
視
点
、
論
点
を
変
え
た
立
場
か
ら
論
じ
る
雑
誌
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
と

述
べ
て
い
る
。
M
i
c
F
e
】
G
O
－
d
㌦
G
O
－
e
P
y
O
u
n
g
W
r
i
t
e
r
s
「
√
≧
灯
∈
旨
ざ
れ
籍
仇
L
a
n
．
｝

－
り
N
り
V
p
●
∽
●

（
5
）
　
T
h
e
P
u
b
－
i
c
W
O
r
k
s
O
f
p
H
t
P
且
e
c
t
の
略
。
E
－
i
s
a
b
e
t
h
S
t
e
扁
n
S
㌦
T
h
e
T
h
i
r
t
i
e
s

R
e
良
房
d
『
e
d
e
r
a
－
＞
ユ
U
P
a
t
r
O
n
a
g
e
L
諾
2
澄
∽
〉
〉
ゝ
1
号
r
g
ヨ
〉
J
u
n
e
L
父
声
p
．
芦

（
6
）
　
W
P
A
に
お
け
る
芸
術
家
の
救
済
に
つ
い
て
網
羅
的
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
、
苦
a
n
c
i
s

く
・
〇
u
C
O
n
n
e
r
－
≧
e
g
b
e
已
A
ユ
ー
ザ
き
ざ
已
讐
（
S
 
A
ミ
ぎ
㌻
g
k
O
、
竜
m
S
O
r
れ
謡
、

W
a
s
h
i
n
管
O
n
－
D
．
C
．
こ
笥
N
．
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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（
7
）
W
P
A
の
設
立
、
並
び
に
連
邦
美
術
計
画
と
当
時
の
芸
術
家
た
ち
と
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
て
い
る
論
考
と
し
て
、
D
O
r
e
A
s
h
t
O
n
〉
つ
許
と
内
岩
｝
♂
r
か
h
c
訂
已
㌧
A
C
已
ど
r
已

知
寛
ぎ
己
、
馬
〉
B
e
r
k
e
】
e
y
）
L
O
S
p
P
g
e
－
e
s
〉
a
n
d
L
O
n
d
O
n
L
等
N
〉
p
p
．
N
？
道
．
（
ド
リ
ー
・

ア
シ
ェ
ト
ン
著
、
南
棟
彰
宏
訳
、
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
ク
ー
ル
』
、
朝
日
出
版
社
、
一
九

九
七
年
、
二
六
・
九
八
頁
。
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
8
）
G
e
r
a
－
d
M
．
M
O
n
r
O
e
㌦
T
h
e
h
u
O
s
‥
A
r
t
L
d
e
0
－
0
g
y
a
n
d
t
F
e
W
P
A
〉
〉
）
A
r
、
訂

A
ヨ
篭
打
や
N
O
く
．
・
D
e
c
㍉
蚕
声
p
．
祭
．

（
9
）
S
t
e
扁
n
S
〉
竜
．
C
叫
叶
．
〉
p
ふ
い
．

（
1
0
）
T
r
e
a
s
u
r
y
R
e
－
i
e
f
p
【
t
P
r
且
e
c
t
の
略
。

（
1
1
）
S
t
e
く
e
n
S
〉
竜
．
C
F
）
p
．
宜
．

（
12
）
R
O
b
e
r
t
M
O
t
h
e
⊇
1
e
E
L
n
t
e
∃
i
e
w
b
y
S
i
d
n
e
y
S
i
m
O
n
〉
N
e
w
Y
O
r
k
i
n
J
a
n
u
a
r
y

－
禁
苛
㌔
C
O
n
C
e
r
ロ
i
n
g
t
h
e
b
e
乳
n
n
i
n
g
s
O
f
t
h
e
N
e
w
Y
O
r
k
S
c
h
0
0
1
こ
豊
平
－
芝
山
3
〉
A
r
、

訂
誉
責
註
S
♀
s
u
m
m
e
r
L
誤
り
も
．
N
－
．

（
1
3
）
P
e
t
e
r
B
u
s
a
J
n
t
e
∃
i
e
w
b
y
S
i
d
n
e
y
S
i
m
O
n
u
M
i
n
n
e
a
p
O
－
i
s
i
n
D
e
c
e
m
b
e
r
－
窯
声

宍
C
O
n
C
e
r
n
i
n
g
t
h
e
b
e
g
i
n
n
i
n
g
s
O
f
t
h
e
N
e
w
Y
O
r
k
S
c
F
0
0
－
‥
－
巴
や
－
冨
山
3
｝
A
r
叶

訂
訂
r
詩
已
訂
さ
已
u
S
u
m
m
e
r
L
莞
ヨ
p
．
－
リ

（
14
）
D
O
r
e
A
s
h
t
O
n
〉
A
g
已
知
O
S
ぎ
ー
N
e
w
Y
O
r
k
L
等
の
も
．
N
リ

（
1
5
）
R
O
t
h
k
O
〉
M
a
r
k
）
a
n
d
A
d
O
－
p
h
G
O
t
t
－
i
e
b
｝
≧
内
、
∈
｝
♂
r
か
3
3
認
L
U
J
u
n
e
L
芝
山
．
i
n

H
a
r
r
i
s
O
n
｝
C
h
a
ユ
e
s
〉
a
n
d
P
a
u
－
W
0
0
d
－
A
r
、
訂
づ
F
N
O
蔓
こ
り
Q
？
帖
Q
Q
Q
、
A
a

A
芝
草
已
（
苑
で
鼠
C
訂
点
き
ヱ
計
眉
M
a
－
d
e
n
㍍
0
0
〕
〉
p
．
誤
〇
・

（
1
6
）
実
際
に
は
、
壁
画
で
は
な
く
、
大
き
な
カ
ン
ヴ
ァ
ス
を
用
い
て
壁
全
面
に
作
品
を
設
置
し

た
も
の
だ
が
、
壁
画
の
概
念
を
用
い
て
制
作
し
た
も
の
と
し
て
、
《
シ
ー
グ
ラ
ム
・
ビ
ル

壁
画
》
（
一
九
五
八
－
六
〇
年
）
、
《
ハ
ー
バ
ー
ド
壁
画
》
二
九
六
一
1
六
二
年
）
、

《
ロ
ス
コ
・
チ
ャ
ペ
ル
壁
画
》
（
一
九
六
四
1
六
七
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
1
7
J
J
O
S
e
p
h
S
0
－
m
a
n
L
n
t
e
ヨ
i
e
w
b
y
わ
く
i
s
B
e
r
m
a
n
〉
M
a
y
の
a
n
d
0
0
こ
第
－
L
F
c
h
i
扁
S

O
f
A
R
－
e
r
i
c
a
n
p
↓
t
．

（
1
8
）
フ
レ
ド
リ
ッ
ク
・
ル
イ
ス
・
ア
レ
ン
著
、
藤
久
ミ
ネ
訳
、
『
シ
ン
ス
・
イ
エ
ス
タ
デ
ィ

一
九
三
〇
年
代
・
ア
メ
リ
カ
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
四
九
頁
。

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
8
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

（
3
3
）

（
3
4
）

（
3
5
）

（
3
6
）

p
P
n
e
t
t
e
 
C
O
が
A
r
h
P
的
七
〇
謀
計
的
㌧
叫
声
m
A
訂
叶
r
莞
、
昔
r
謡
乳
0
已
阜
A
u
P
已
・
G
弓
札
内

9
3
軋
払
Q
C
訂
ぎ
M
i
c
h
i
g
a
n
L
笥
↓
V
で
．
N
ひ
．

M
a
r
y
D
a
ま
s
 
M
a
c
N
a
u
g
F
t
O
n
㌦
A
d
O
－
p
h
 
p
U
t
t
－
i
e
b
‥
H
i
s
－
i
許
P
n
d
a
r
t
〉
〉
｝
A
軋
Q
甘
計

n
O
邑
訂
F
A
知
e
叫
⊇
竃
e
C
課
長
N
e
w
Y
O
r
k
L
第
－
V
p
・
－
P

S
c
O
t
t
a
n
d
R
u
t
k
O
只
名
．
C
h
r
p
．
N
O
∽
・

本
論
で
取
り
上
げ
る
　
「
ザ
：
ア
ン
」
は
、
一
八
九
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
ト
ン
の

ア
メ
リ
カ
美
術
家
協
会
会
員
の
一
〇
名
が
結
成
し
た
「
ザ
‥
ア
ン
」
と
は
全
く
別
の
も
の

で
あ
る
。

当
時
の
ロ
ス
コ
は
、
改
名
前
の
マ
ー
カ
ス
・
ロ
ス
コ
ヴ
ィ
ツ
ツ
の
名
前
で
活
動
し
て
い
た
。

J
a
m
e
s
E
．
B
．
B
r
e
s
－
i
n
L
宰
琶
料
知
立
声
ぎ
A
無
量
r
n
b
ぎ
ー
C
h
i
c
a
g
O
a
n
d
L
O
n
d
O
n
〉

－
涙
声
p
◆
－
0
－
．

S
0
－
m
a
n
〉
竜
一
C
れ
汁

J
O
h
n
G
r
a
h
a
m
〉
L
ぜ
諷
e
ヨ
P
ヨ
軋
b
訂
訂
C
賢
的
亀
A
r
叶
〉
N
e
w
Y
O
r
k
L
∽
∽
リ

I
r
5
．
n
g
 
S
a
n
d
－
e
r
㌦
J
O
h
n
 
D
．
G
r
a
F
a
m
‥
t
h
e
 
p
a
i
n
t
e
r
 
a
s
 
e
s
t
h
e
t
i
c
i
a
n
 
a
n
d

C
O
n
n
O
i
s
s
e
u
r
1
－
u
A
「
さ
r
g
ヨ
こ
課
0
0
V
p
．
ひ
い
．

B
e
r
n
a
r
d
B
r
a
d
d
O
n
J
n
t
e
∃
i
e
w
b
y
A
ま
s
B
e
r
m
a
n
｝
O
c
t
O
b
e
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（挿図1）アーティスッ・ユニオン　デモの様

子（1935年）wpAの写真、印刷物によるジ
ェラルド・モンロー・コレクション、アメリ

カ美術アーカイブ蔵

（挿図2）マーク・ロスコ≪ニューロッチェロ郵便局
壁画コンペ提出作品のためのスケッチ≫1938年、

ワシントン、ナショナル・アーカイブ蔵

（挿図3）マーク・ロスコ《ワシントン社会安
全ビル壁画コンペ提出作品のためのスケッ

チ≫1940年、ワシントン、ナショナルアーカ

イヴ蔵
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（挿図5）マーク・ロスコ　《レストラン（？）≫

1936／37年、油彩、カンヴァス、71．1×91．4cm、ケ

イト・ロスコ・プライゼル蔵

（挿図7）ルイス・シャンカー《海岸の3人の男性≫

1939年、26．035×38．1cm、マーキュリー・ギャラリ

ー蔵

（挿図4）マーク・ロスコ　《地下鉄の入口≫
1938年、油彩、カンヴァス、86．4×117．5cm、ケイ

ト・ロスコ・プライゼル蔵

（挿図6）ジョセフ・ソルマン≪氷販売店≫1935年、

油彩、板、60．96×81．27cm、マーキュリー・ギャラ

リー蔵
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（挿図9）スペインの子供たちへの寄付のための

「ザ・テン」オークション（1937年12月3日～5日）

チラシ

（挿図11）マーク・ロスコ《映画館≫1934／1935年、

油彩、カンヴァス、64．8×82．2cm、クリストファ

ー・ロスコ蔵

（挿図8）イリヤ・ボロトフスキー　《緑の上の幾何

学≫1937年、油彩、カンヴァス　76．2×101．6cm

デディ一・ワイグモア・ファインアート蔵
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‥‥＿㍉言二予÷∴圭

（挿図10）≪ザ・テン　ホイットニーへの反逆者≫展

覧会カタログ、マーキュリー・ギャラリー、1938年
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（挿図13）マーク・ロスコ、≪No．16（タンジェリン色　（挿図12）マーク・ロスコ《会話≫1937年、油彩、

の緑と赤）≫、1956年、油彩、カンヴァス、237．9×　リネン、91．4×61．0cm、ワシントン、ナショナルギ
175．9cm、フィリップスコレクション蔵

（挿図15）ラウレンツイアーナ図書館（フィレンツェ）

（挿図16）ロスコが使用していた「落書き帖」表紙

ヤラリー蔵

（挿図14）マーク・ロスコ《インテリア≫1936年、

水彩、ハードボード、60．6×46．4cm、ワシントン、

ナショナルギャラリー蔵
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